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藤井智之
12:00-- 希望者

藤井智之
会場責任者：安部

藤井智之
香川

藤井智之
藤原

藤井智之
1 能城 -- systemの説明　15分間

藤井智之
1 能城 -- systemの説明　15分間
2 説明 -- 希望者の実習 日本産材
　　　　　　　　　　　南洋材
  2 screens
    on lineのidentification -- LAN
    光顕-CCD でslide画像

藤井智之
山下

藤井智之
黒田
張

藤井智之
遠藤



藤井智之
司会 藤井

藤井智之
司会 船田

藤井智之
司会 藤井

藤井智之
牛久シャトー ガラステラス
18:00 --
30名で予約
バス 27人乗り
デイカ (デリカ？)　1台　香川
残りはバスorタクシー　黒田

藤井智之
山下
張



藤井智之
functional 
physiological 
ecological



藤井智之
514件、1304点/10年間



藤井智之
中国のザイセンチュウ

藤井智之
ramin

藤井智之
合板が主体



藤井智之
skip

藤井智之
区分



藤井智之
Red merantiのwood anatomical features



藤井智之
2002年の財務省との共同研究の成果

藤井智之
14:05
岡野先生にコメントを要求
森林総研が識別の中心
本symposiumは始め(初め)て？重要
「識別」の一般化を望む
工業化（樹種の区分なしの利用）
=＞樹種の特徴を生かした利用への変化

佐野
識別結果　単子葉識別の精度は？
=＞能城君　中国の竹etc

船田
1 税関のred marantiの分析の内容は？
2 依頼内容は？
　　ex. 紙



藤井智之
国産材
    科 属  種
針  8   26    50
広 96  396 1212

藤井智之
建築・土木

藤井智之
生活用具









藤井智之
ヤマハゼ
ハゼ
　diffuse porous

藤井智之
ツタウルシ
 semi-ring porous
NV thick-walled

藤井智之
ヌルデ  ヤマウルシ　ウルシ
semi-ring porous
NV-radial multiple intensive
or culster


藤井智之
RMの数少ない
孔圏外の中径vesselの径の違い

藤井智之
V T-diameter

藤井智之
ウルシ

藤井智之
ヤマウルシ

藤井智之
150

100



藤井智之
岡野
ウルシ from 中国 — 利用？
ウルシの採取と材の利用の関係は？
=＞材は二次的と思われる
　　ただし耐水性の利用もあるのでは？

藤井智之
緒方
中国のウルシの利用史は？
=＞7000年前/日本では9000年前
　　発掘が遅れている

藤井智之
安江
日本の姿勢しないことの確認は？
=＞施業の必要性

藤井智之
船田
ウルシ欠き（掻き）の深さ？
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Carlquist 1988

藤井智之
Kribs 1935



藤井智之
APG II 2003

藤井智之
無道管

藤井智之
ゆるい

藤井智之
Baas & Wheeler 1996
無道管材の進化
有=＞無　逆転的進化、parallelに4回

藤井智之
があるように見える

藤井智之
階段壁孔の一部が階段穿孔化



藤井智之
岡野
1. Kribsの系統で先端に単列の同性　針葉樹材に普通だが？
=＞須藤 針葉樹類の他の（？）進化
2 水分通導の物理的合理性は？
=＞小Vの樹木でも生き残っている
=＞佐野 
John Spurry（ユタ大）
3 V-elementに上下があるのか？
=＞Vの上下端はあるが



藤井智之
系統進化の分析によく用いられる

藤井智之
対立遺伝子



藤井智之
ヒノキ科

藤井智之
核ゲノムだけが入れかわっている場合

藤井智之
遺伝子間DNAを解析することになる

藤井智之
ex. シラベとトドマツ



藤井智之
能城
近世の森林伐採の影響は解析可能か？
=＞集団の安定性のパラメーター
　　世代の繰り返しにおける安定性で可能性あり
　　　ブナ での事例がある
　　　トウヒ in Canada

藤井智之
緒方
DNA系統ジュは研究者に依存するか？
=＞配列は同じだが、解析手法による差が出る
・DNAの長さ
・再構築法
問題点 — 用いているのが葉緑体の一部の特定部位に限られている
　　　基本的に中立と言われている

藤井智之
藤井
系統樹と形態発現
=＞特定の１個の遺伝子の発現ではいのでまだ難しい
　　核DNAの分析の進化が待たれる

藤井智之
岡野
1. P. sylvestrisとアカマツ—分布域の広さの影響
=＞DenmarkのDNA
　　ハイマツはバイカルと
　　国産で1 baseの違い
2. ex. ヨーロッパの家具のナラ　数百年前で1％の成功率
　　人件費込みで数十万円



藤井智之
遺伝的多様性が高い

藤井智之
マイクロサテライトマーカー

藤井智之
遺伝子



藤井智之
船田
系統樹は？
=＞針葉樹は属レベルでほとんどある
　広葉樹はこれから

藤井智之
馬場
木材識別から種levelへの可能性の広がりは？
=＞葉緑体DNAが好ましい



藤井智之
個体levelでは地域識別は無理
only集団levelで可

藤井智之
オモテスギ

藤井智之
遺伝子間領域

藤井智之
地域識別が可能

藤井智之
太平洋側要素が流入している

藤井智之
ウラスギ

藤井智之
小集団化と隔離によるもの

藤井智之
繰り返しの回数が個体間で変異する



藤井智之
半径10km
中心に採種園



藤井智之
成功例のみ

藤井智之
形態的にAbies sp.と識別

藤井智之
成功率 数％



藤井智之
分解したDNA

藤井智之
現生のスギ

藤井智之
ドリルで材を採取



藤井智之
by 緒方









藤井智之
Aberia — scal. perf
Zabelia — mostly simple perf.
類似性
Lonicera spp. 稀にbar 1本の階段穿孔

藤井智之
V-V は軸方向径がbetter

藤井智之
fiber tracheids
LFと共存することはほとんどない

藤井智之
Acer spp.
living wood fiber
banded APと間違えないこと

藤井智之
Malvalesの目に属する属の特徴



藤井智之
1966　輸入材の急増
入省
　　北米材・北洋材 -- 日本産材と共通
　　南洋材 — 樹種識別への要求大

藤井智之
AP
APなし　Homalium sp.
階段状AP Annonaceae
随伴散財　Bruceraceae
Dalbergia spp.の識別　Brazilian rosewood = D. nigra
　　　　　　　　　　　　AP —diffuse in agg. で特徴的


藤井智之
RP
同性/Acer spp.  III/ Prunus spp.


藤井智之
Computer 識別
1. 未入力種
2. 個体差　septate fiber, crystal, silicaの頻度
3. 入力ミス etc. 稀なscalariform perf.
4. 新しい知見
5. 記載は



藤井智之
おわりに by 岡野
・日本が世界の最先端であることを示した
　　学会・研究会の企画として良かった
・大学での教育を残していくのは大変だが
　　森林総研の研究者が教育することを考える
・これからは識別した木材を利用する時代
・Sympo






